
「広報やぶき」は、スマートフォン
アプリでもご覧になれます

利用方法
左のＱＲコードを読み込み、アプリ「マチイロ」
をインストールしてください。

　「令和２年成人式」が１月１２日、町文化センター大ホー

ルで開催されました。

※関連記事を４ページに掲載していますので、どうぞご覧
ください。

「令和２年成人式」

●各種証明書のコンビニ交付がはじまりました・・・④
●消費税率改定に関するお知らせ・・・⑤
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▲初登庁日　町民から激励される蛭田町長 ▲町職員から花束贈呈

　
【 

所
　
　
信 

】

　
私
の
信
条
、
政
治
姿
勢
と
し
て
、
次
を

基
本
と
い
た
し
ま
す
。

①
町
民
に
説
明
で
き
る
、
清
潔
な
町
政
に

努
め
ま
す
。

②
一
部
の
声
と
利
益
に
偏
ら
ず
、
「
現
場

主
義
」
を
重
視
し
て
町
民
の
声
を
聞
き
、

公
平
公
正
な
町
政
を
進
め
ま
す
。

③
正
直
者
、
各
々
の
個
性
と
力
に
応
じ
て

働
く
者
が
報
わ
れ
る
町
政
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
、
今
後
の
町
政
運
営
に
あ

た
り
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
活
力
あ
る

矢
吹
町
を
つ
く
る
基
礎
づ
く
り
と
し
て
、

町
民
、
町
議
会
議
員
の
皆
様
、
町
職
員
等

関
係
者
の
知
恵
を
集
め
て
、
望
ま
れ
る
未

来
づ
く
り
へ
の
布
石
、
投
資
等
を
中
・
長

期
ス
パ
ン
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
１
つ
目
に
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
、
働

き
や
す
く
住
み
よ
い
、
子
ど
も
を
育
て
や

す
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
福
祉
の
充
実
と
し
て
、

待
機
児
童
・
在
宅
介
護
支
援
の
強
化
や
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
等
の
負
担

軽
減
を
検
討
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

化
社
会
が
加
速
す
る
中
、
巡
回
バ
ス
等
を

検
討
し
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
機
会
の
創
出
を
図
り
、
産
業
・
農
業
振

興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
注
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
つ
目
に
は
、
皆
様
の
「
声
」
を
広
く

し
っ
か
り
と
公
平
に
聞
き
な
が
ら
、
生
活

に
直
結
す
る
要
望
の
実
現
に
向
け
て
努
力

い
た
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
町
政
懇
談
会
の
充
実
や

町
お
こ
し
・
町
づ
く
り
活
動
委
員
会
制
度

の
導
入
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の

「
声
」
を
聞
く
「
現
場
主
義
」
を
重
視
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
つ
目
に
は
、
矢
吹
の
未
来
を
担
う
ひ

と
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
人
材
育
成
、
教
育
環
境

の
整
備
・
充
実
を
図
る
た
め
、
給
食
費
の

無
料
化
や
奨
学
金
制
度
の
充
実
、
青
少
年

育
成
支
援
制
度
の
導
入
を
検
討
い
た
し
ま

す
。

　
４
つ
目
に
は
、
矢
吹
町
の
「
財
政
健
全

化
」
と
「
復
旧
・
復
興
」
「
防
災
対
策
」

を
進
め
、
不
安
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
具
体
的
に
は
、
積
極
的
な
情
報
公
開
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
道
の
駅
・
給
食

セ
ン
タ
ー
・
旧
総
合
運
動
公
園
用
地
等
の

利
活
用
な
ど
の
公
共
事
業
の
総
点
検
を

行
っ
た
上
で
、
将
来
の
負
担
増
の
懸
念
あ

る
事
業
は
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
高
齢
世

帯
の
増
加
に
対
応
し
、
町
民
の
皆
様
の
身

近
な
要
望
等
に
対
し
て
迅
速
か
つ
丁
寧
に

対
応
で
き
る
役
場
組
織
の
新
設
・
再
編
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
身
近
な
通
学
路
等
の
歩
道
整

備
や
生
活
道
路
の
早
期
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
近
年
の
異
常
気
象
等
に
よ
り
頻

発
す
る
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
る
等
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
安
全
な
環
境
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
問
題
な
ど
の
現
状
を
全
国
的
・
不
可
避

な
流
れ
と
し
て
甘
受
せ
ず
、
「
変
え
る
」

こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
、
企
業
誘
致
、

農
業
振
興
等
に
よ
る
「
良
い
働
く
機
会
と

場
」
作
り
と
「
子
育
て
・
教
育
支
援
等
と

高
齢
者
に
優
し
い
」
環
境
整
備
を
進
め
、

将
来
に
亘
り
皆
様
に
選
ば
れ
る
、
誇
れ
る

矢
吹
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、
行
動
し
、

矢
吹
の
可
能
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
未

来
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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任
期
満
了
に
伴
う
矢
吹
町
長
選
挙

が
12
月
22
日
に
行
わ
れ
、
蛭
田
泰
昭

氏
が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
翌
日
の
23
日
に
は
、
深
谷
壽
夫
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
蛭
田

町
長
へ
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
、
新

年
１
月
11
日
か
ら
「
蛭
田
町
政
」
が

ス
タ
ー
ト
。

　
蛭
田
町
長
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

所
信
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
12
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
大
変
多
く
の
町
民

の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
初
当
選
の
栄
に
浴
し
、
町
長

と
し
て
町
政
の
舵
取
り
役
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
選
挙
中
に
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
「
声
」
を
直
に
お

聞
き
し
、
矢
吹
町
に
「
新
し
い
風
」
を
入
れ
て
変
え
て
ほ
し
い

と
の
強
い
思
い
を
受
け
止
め
、
町
民
本
位
で
福
祉
重
視
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
町
政
を
進
め
て
い
く
決
意
を
固
め
て
お
り
ま

す
。

　
現
在
、
本
町
で
は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
東
日
本
大
震
災
や

昨
年
10
月
の
台
風
第
19
号
に
よ
る
被
害
か
ら
の
早
期
の
復
旧
・

復
興
を
最
優
先
課
題
と
し
て
捉
え
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
に
力
を
入
れ
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
の

意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
道
の
駅
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

な
ど
公
共
事
業
を
総
点
検
の
上
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行

い
、
平
行
し
て
企
業
誘
致
や
農
業
法
人
育
成
等
を
推
進
し
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
、
若

い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
、
高
齢
者
に

優
し
い
生
活
環
境
を
整
備
し
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題

の
克
服
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
本
町
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
立
地
に

非
常
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
こ
の
矢
吹
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
潜
在
力
）
を
十
分
に
引
き
出
す
「
新
し
い
風
」
の
も
と
、
町

民
の
皆
様
の
願
い
を
実
現
す
る
、
よ
り
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

蛭ひ
る

田た

泰や
す

昭あ
き

町
政
が
ス
タ
ー
ト

【 

町
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

】

町長プロフィール
◆生年月日　昭和３３年４月８日　(６１歳)
◆略　　歴
　・矢吹町中畑寺内出身
　・中畑小学校、矢吹中学校、福島県立安積高等学校　卒業
　・昭和57年３月　早稲田大学政治経済学部　卒業
　・昭和57年４月　農林中央金庫　入庫（同庫秋田、長崎、高松（四国　　
　　統括)支店の支店長、本店審査部主任考査役を歴任）　
　・平成24年７月　全国酪農業協同組合連合会　常務理事(経営企画担当)
　・平成27年６月　共栄火災海上保険株式会社　常勤監査役

②
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問　教育振興課　学校教育係　☎（４４）４４００

　第１９回「中学生海外派遣事業」は、矢吹中学校２年生男子１４名女子２０名の計
３４名を対象に、１２月２４日（火）から３０日（月）の７日間、オーストラリア・
ケアンズで３泊４日のホームステイを中心に現地の人々と英語でふれあい、オースト
ラリアの文化・自然を体験してきました。
　日本ではできないコアラの抱っこ体験、世界遺産の熱帯雨林キュランダでは先住民
族アボリジニの踊りやブーメランを使った狩猟等の伝統的な文化に触れ、サンゴ礁の
グレートバリアリーフの中に浮かぶグリーン島では南国特有のカラフルな魚やシャコ
ガイ等普段見ることのない海中生物の観察等を行い、充実した研修となりました。
　参加した生徒たちは、実際に食文化や生活スタイル等の異文化を体験し、日本との
違いや、ふるさと矢吹町の良さに改めて気づくことができたようです。

ホストファミリーと対面

グラスボトムボート

ホストファミリーとの別れ

ハートリーズクロコダイルアドベンチャー

役割 生徒氏名
大　竹　　　響
角　田　　　蓮
鈴　木　凰　生
井　上　明　翔

● 木　船　詩　月
遠　藤　大　誠
野　原　勇　人
佐　藤　　　吏
佐久間　創　大
野　崎　楓　雅
福　田　悠　航
円　谷　　　凌
田屋舘　史　竜
根　本　大　誠
石　川　綾　花
山　口　歩　夏

氏     名 職            名

氏　家　康　孝 団長（教育次長兼教育振興課長）
佐久間　美　華 随行員（教育振興課　主査）
関　谷　由美子 随行員（保健福祉課　主査）
酒　井　　　薫 随行員（矢吹中学校　教諭）

株式会社　JTB　福島支店より２名添乗

キュランダ列車乗車前

随行員

中学生海外派遣事業参加者（敬称略）� ◎代表　●副代表　

役割 生徒氏名
澤　山　愛　実

◎ ⻆　田　　　清
高　村　心　温
圓　谷　希　咲
中　西　晴　香
渡　邊　彩　華
仁井田　萌　果
中　野　千　聖
阿　部　凜　華
渡　辺　　　凜
猪　合　美　名
芳　賀　和香奈
渡　辺　鈴　乃
柏　村　玲　帆
伊　藤　花　華
岡　部　さくら
橋　本　那　月
平　山　莉　緒

中学生海外派遣事業inオーストラリア
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▲ 決意の言葉を述べる 
　 矢部智裕さん

▲ 謝辞を述べる
　 北澤陸人さん

「集合写真に納まる新成人の皆さん」

　
「
令
和
２
年
成
人
式
」
が
１
月
12
日
、
町
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
男
性

91
名
、
女
性
92
名
、
合
わ
せ
て
１
８
３
名
の
新
成

人
が
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
人
式
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
　
創
　
』

は
、
当
時
の
矢
吹
中
学
校
生
徒
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
「
共
創
」
が
由
来
で
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
自
分
た
ち
の
手
で
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
冨
永
麻
衣
さ
ん

が
蛭
田
泰
昭
町
長
か
ら
成
人
証
書
を
授
与
さ
れ
、

北
澤
陸
人
さ
ん
が
「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
い
き
た
い
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
時
の
生
徒
会
長
で
あ
る
矢
部
智
裕
さ

ん
は
、
「
矢
吹
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
胸
に

刻
み
、
令
和
と
い
う
新
時
代
を
切
り
開
い
て
い
き

た
い
。
」
と
決
意
の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

令和2年 成人式令和2年 成人式 ～新成人の皆さん、おめでとうございます～

④

問　教育振興課　生涯学習係　☎（４４）４４００

問　教育振興課　生涯学習係　☎（４４）４４００

さわやか詩集「詩
しかいこうろうけんしょう

界功労顕彰」受賞記念事業　詩の創作学習を実施
　「大滝清雄氏顕彰さわやか詩集表彰事業」が昨年度で３０周年を迎え、その功績が評価され、一
般社団法人日本詩人クラブ（東京都）から本町が全国で初めて「詩界功労顕彰」を受賞したことを
記念し、１２月１７日・１８日に矢吹小学校において、同クラブ監事である高山利三郎氏による詩
の創作学習に関する授業が行われました。
　高山氏は、学年や発達段階に応じた指導をしてく
ださり、低学年の児童は自分達が知っている言葉を
使って文章を書いてみることを実践し、言葉の面白
さを味わうことができました。高学年の児童は詩を
読み通して、どんな詩なのか、誰が登場するのか、
などの文章の内容を深く理解し、読み解く力を身に
付けそして、それをもとに全員、詩を書くことがで
きました。
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申 告 相 談 の 日 程 表

月　　日 対　　象　　地　　区

２
　
　
　
月

１９日 （水） 天開、三城目、陣ヶ岡

２０日 （木） 谷中、奉行塚、本城舘、中沖、東川原、中丸

２１日 （金） 沢尻、白山、牡丹平、花の里、寺の前、丸の内、諏訪の前、前田、上宮崎、下宮崎

２５日 （火） 東堤、貝の久保、神の内、堤、神田地区、明新地区、中野目地区

２６日 （水） 根宿、寺内地区、平鉢

２７日 （木） 中畑南、大久保、中畑

２８日 （金） 弥栄、東長峰、西長峰、鍋内、文京町

３
　
　
　
　
　
月

２日 （月） 松房、五本松、諏訪清水、上敷面、松倉、住吉、上の前、前久保

３日 （火）
花咲、大町、南町、中町、子ハ清水、田内、東の内、本郷町、境町、馬場

４日 （水）

５日 （木）
大池、北町、舘沢、滝八幡、善郷内、本町

６日 （金）

９日 （月）

赤沢、井戸尻、川原、大和内、北浦、堰の上、八幡町、田町、新町１０日 （火）

１１日 （水）

１２日 （木）

曙町、小松、一本木、東郷１３日 （金）

１６日 （月）

◆�受付時間　　　午前の部　　午前９時から１１時３０分まで
　�　　　　　　　午後の部　　午後１時から４時まで
�
◆�会　　場　　　矢吹町役場　２階　大会議室

●事業所得（農業、営業など）や不動産所得、医療費控除の申告をする方へ
　　事業所得や不動産所得の収支内訳書や医療費控除の明細書は、事前に作成の上、持参してください。
　作成していない場合、申告会場の記載コーナーで作成してからの受付になるため、ご案内が遅くなる
　ことがあります。
　　申告相談会場は大変混み合います。スムーズな申告相談受付ができるよう、あらかじめ書類を作成
　いただくなど、ご協力くださいますようお願いします。

◆日程及び対象地区

　　※２月２４日（月）は振替休日のため実施しません。
　　※午前の申告相談は大変混み合います。比較的空いている午後の申告相談もご利用ください。
　　※混雑を避けるためできるだけ指定日にお越しいただくようお願いしますが、上記の日程でご都合のつかない
　　　方は、対象地区以外の日でも受付することができます。
　　※国税庁の指導により確定申告書のデータ送信に取り組んでおります。通常の申告相談と内容は変わり
　　　ありませんが、若干お時間を頂戴する場合がありますのであらかじめご了承ください。
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２月19日（水）
　から始まります！

所得税
住民税 申告相談

　
　
町
で
は
２
月
19
日
㈬
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
、

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
相
談
は
、
令
和
元
年
分
（
１
月
〜
12

月
）
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
令
和

２
年
度
の
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
課
税
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
白
河
税
務
署
で
は
、
２
月
17
日
㈪
か
ら
３

月
16
日
㈪
ま
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

（
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
に
て
）

　
「
申
告
相
談
日
程
表
」
の
と
お
り
、
受
付
時
間
は

午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
と
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
町
か
ら
案
内
が
届
い
た
方

　
申
告
相
談
日
程
表
を
参
照
し
、
「
対
象
地
区
指
定

日
」
の
受
付
時
間
内
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
税
務
署
か
ら
案
内
が
届
い
て
い
る
方

　
「
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」

（
白
河
税
務
署
隣
）
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
広
報
１
月
号
「
白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
青
色
申
告
者
以
外
の
方
は
、
従
前
の
と

お
り
矢
吹
町
役
場
で
申
告
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
申
告
相
談
日
程
表
を
参
照
し
、
「
対
象

地
区
指
定
日
」
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
矢
吹
町
に
住
所
が

あ
っ
た
次
の
よ
う
な
方

●
事
業
（
営
業
・
農
業
）
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

る
方

●
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

給
与
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
方

●
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
（
年
の
途
中
で
退
職

し
た
等
）
方

●
無
収
入
で
、
家
族
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

方
※
税
務
署
や
役
場
か
ら
案
内
書
が
送
付
さ
れ
な
い
方

で
も
、
所
得
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
収
入
に
関
す
る
も
の

①
事
業
（
営
業
・
農
業
）
・
・
・
帳
簿
、
収
入
の
分

か
る
明
細
書
な
ど
、
事
業
に
要
し
た
経
費
の
分
か

る
書
類
、
領
収
書
な
ど

②
給
与
、
公
的
年
金
・
・
・
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

●
控
除
に
関
す
る
も
の

①
各
種
保
険
料
控
除
・
・
・
控
除
証
明
書
（
生
命
保

険
料
、
地
震
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
国
民

年
金
保
険
料
等
に
関
す
る
も
の
）

※
証
明
書
等
の
提
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
障
害
者
控
除
・
・
・
障
害
者
手
帳
、
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
（
要
介
護
等
認
定
者
用
）

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
に
つ
い
て
は
、
保
健
福

祉
課
介
護
保
険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
医
療
費
控
除
・
・
・
医
療
費
控
除
の
明
細
書
、
領

収
書
、
医
療
費
通
知
等
（
保
険
等
の
給
付
を
受
け

た
場
合
は
金
額
の
分
か
る
書
類
）

④
住
宅
取
得
控
除
・
・
・
契
約
書
の
写
し
、
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書
、
登
記
簿
謄
本
等

●
そ
の
他
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、
申
告
者
本
人
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

（
所
得
税
が
還
付
に
な
る
方
）
、
税
務
署
か
ら
の

ハ
ガ
キ
等
（
届
い
て
い
る
方
）
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
分
か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
運
転
免
許
証
等
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
に
あ
た
り
、
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
相

談
受
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
収
支
計
算
書
等
は
、
必
ず
事
前
に
記
帳
、

計
算
し
た
も
の
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。

・
確
定
申
告
書
は
郵
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）
よ
り
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
問
合
せ
先

　
　
①
白
河
税
務
署
　
　
　
☎
（
22
）
７
１
１
１

　
　
②
税
務
課
　
町
税
係
　
☎
（
42
）
２
１
１
３

申
告
相
談
日
程

申
告
が
必
要
な
方

申
告
時
に
持
参
す
る
書
類

便
利
な
申
告
方
法
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食品衛生法に規定する基準値
セシウム
134．137
合計値

区分 平成24年４月～
飲料水 10ベクレル

一般食品 100ベクレル

　測定は予約制となっておりますので、事前に申し込みをしてください。（☎29－8741）なお、測定できるものは
一般流通物を除く、農産物・井戸水・農業用培土等で、測定には１㎏、（きのこに限り500ｇ）からの検体が必要です｡

矢吹町放射能測定センターで測定しました町内農産物等の放射性物質の検査結果は次のとおりです。

基準値以下でセシウムが検出された農産物は以下の通りです。

下記について、検出限界値を超える農産物等はありませんでした。

（検査日：令和元年１２月２日～令和元年１２月２７日　　　総数：３９件） 単位：ベクレル（Bq/ｋｇ）

問　産業振興課　農政係　☎（４２）２１１５

【野菜】ハクサイ、ダイコン、ヤーコン、ムカゴ、ニンジン、サトイモ、ネギ　【穀類】玄米、クロマメ　 
【農産加工物】ホシイモ　【果樹】ギンナン

矢吹町内農産物等の放射性物質検査結果のお知らせ

種　類 検　体　名 検　体　数 検査結果 
セシウム134

検査結果 
セシウム137 検体採取地

農産加工物 イモガラ 1 検出限界以下 5.0 根宿地内
穀 類 ダイズ 1 検出限界以下 5.5 弥栄地内

口腔ガンの治療と予防には高濃度ビタミンｃ点滴！

入れ歯・インプラント専門医／点滴療法専門医／ヒアルロン酸専門医
たまち歯科医院　院長 佐久間  弘　西白河郡矢吹町田町191-4 ☎0248-44-4889

サプリのビタミン剤を飲んでも効果が出ない口腔ガンや慢性疲労、肩の痛みなど
様々な体の不調は、高濃度ビタミンｃ点滴が有効！
さらに、血液オゾン療法と組み合わせるともっと効果的！
インプラント手術でも腫れや痛みを抑えてくれます。

１．退職団員(ＯＢ団員)
【入団資格】
　消防団員の経験が５年以上ある元消防団員

【活動内容】
　①初期消火及び後方支援活動
　②大規模災害時の支援活動

【その他】
　法被、長靴、ヘルメットが貸与されます。

２．ラッパ隊団員
【入団資格】
　矢吹町在住の１８歳以上の方

【活動内容】
　①消防団行事でのラッパ吹奏
　②ラッパ隊の練習参加

【その他】
　活動服一式、楽器が貸与されます。

元団員の皆様へ 未経験の方も歓迎

問　まちづくり推進課 生活安全係　☎（４２）２１１２

● １・２の共通事項について（報酬・手当・その他の待遇について）
 　年間報酬支給有、災害出動時の手当支給有、退職報償金制度有、公務災害補償の適用有

機能別消防団員を募集

　機能別消防団員とは、消防団の活動の中で、限られた活動のみを行う団員です。
①�退職団員(ＯＢ団員) と ②�ラッパ隊団員 の２種類の団員を募集しています。募集に関する内容は、下記をご覧
　 ください。
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　町道一本木２９号線の道路整備事業に伴い、東北本線「第２

石川踏切（コマツスポーツ前）」の拡幅協議を進めています。

国が進める踏切事故防止対策として、平成３０年に東日本旅客

鉄道株式会社と「踏切統廃合に関する覚書」を締結しました。

これにより、第２石川踏切拡幅工事完了後に第１須乗踏切を閉

鎖しますので、ご理解をお願いします。

　町道一本木２９号線は、平成２９年度から国の防災・安全社会資本整備交付金事業を活用し、道路整備を行って
います。
　現在、１工区内の物件等の補償や用地の取得を進めていますが、国の予算が限られていることや、ＪＲとの踏切
拡幅協議に時間を要することなどにより、当初予定していた各工区５年での整備計画より遅れている状況にありま
す。今後も引き続き、道路事業を推進してまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。

◆１工区
　　整備範囲：北町新町線（奥州街道）～田町大池線

　　　　　　整備計画：当初　平成２９年～令和３年　　⇒　　変更後　平成２９年～令和５年

「矢吹町複合施設」工事の進捗状況
本町地内に建設中の「矢吹町複合施設」について、毎月、工事の進捗をお知らせします。

１２月に木造工事が完了し、屋根の下葺きを実施しました。（１月中旬進捗率４２.０%）
１月から２月にかけて、屋根工事・外壁工事等を進め、建物内部の工事に着手する予定です。

屋
根
防
水
工
事

図
書
館
上
部
木
造
工
事

問　都市整備課　都市計画室　☎（４２）２１１６

町道一本木２９号線　道路整備の進捗状況について

東北本線「第２石川踏切」の拡幅及び
｢第１須乗踏切｣の閉鎖について

問　都市整備課　道路整備係　　☎（４２）２１１６

｛
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転ばぬ先の「手すり」転ばぬ先の「手すり」
【元気で長生き】食事、運動、早めの手すり

合同会社 ピーアールジェイ
フリーコール0120-924-014
【本社】岩瀬郡鏡石町岡ノ内111
【白河営業所】西郷村大字小田川字後原1

問　教育振興課　生涯学習係　☎（４４）４４００

　町内の４つの小学校５・６年生が、交通安全意識の
啓発と、無事故・無違反の安全・安心な社会の実現を
願い、描き上げた作品を展示します。※各学校の入賞
作品のみの展示となります。
皆さま、ぜひ足をお運びください。

　　●期間　２月１日(土)～２月１４日(金)
　　●場所　中央公民館ロビー
　　●主催　矢吹町子ども会育成会連絡協議会

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のと
おり情報伝達試験を行います。
　この試験は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
を用いた試験で、矢吹町外でも、様々な手段を用いた
情報伝達試験が行われます。
●試験実施日時
　２月１９日（水）　午前１１時ごろ
●放送内容
　上りチャイム音
　（ピン・ポン・パン・ポーン）
　　「これは、Ｊアラートのテストです」×３
　　「こちらは、防災やぶき広報です」
　下りチャイム音
　（ピン・ポン・パン・ポーン）

問　まちづくり推進課 生活安全係
　　☎（４２）２１１２

矢吹町議会議員一般選挙
立候補予定者説明会開催のお知らせ

国民年金基金制度のご案内

令和元年度「交通事故防止絵画ポスター
コンクール」作品展が開催されます

Ｊアラート全国一斉情報伝達試験を
実施します

　任期満了に伴い、３月２２日（日）に投票が行われ
る矢吹町議会議員一般選挙の立候補予定者説明会を、
次のとおり開催します。
日時　２月１３日（木）　午後１時３０分
場所　矢吹町文化センター　小ホール

問　矢吹町選挙管理委員会　☎（４２）２１１７

～自営業の方やその家族、学生など
国民年金の第１号被保険者の皆さまへ～

●国民年金基金は、国民年金の第1号被保険者の方々
がゆとりある老後を過ごせるよう、国民年金に上乗
せする公的な年金制度です。

●加入できる方は、国民年金に加入している２０歳以
上６０歳未満の方および６０歳以上６５歳未満の国
民年金に任意加入している方です。

●６５歳から生涯受け取ることができる終身年金が基
本ですので、長い老後の生活に備えることができま
す。

●掛金は全額が課税所得から控除できるので、所得税
と住民税が軽減されます。受け取る年金も公的年金
等控除の対象になりますので、税制面で優遇されま
す。

●万が一早期に亡くなったとき、家族に遺族一時金が
支払われますので、掛け捨てになりません。（一部
の年金タイプを除く）遺族一時金は全額非課税です。

●加入した時に確定した掛金額と年金額は変わりませ
ん。（加入時の内容でお支払した場合）

●加入いただいた後も掛金の額を口数単位で増減でき
ます。

問　全国国民年金基金　福島支部　　

　　☎ ０
フリーダイヤル

１２０（６
ロ ー ゴ

５）４
ヨ イ ク ニ

１９２
　　〒960-8043　福島市中町１番19号　中町ビル5F
　　http://www.zenkoku-kikin.or.jp

　　全国国民年金基金　　検索

▲昨年の展示の様子

←
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エルピスやぶき 
特別養護老人ホーム 

℡ ０２４８－９４－８１００ 

オープニングスタッフ募集
介護員 

介護支援専門員 介護助手

栄養士 

用務員

一緒に新しい環境でチャレンジしませんか！

調理員 生活相談員 

機能訓練指導員

3 月下旬

職場説明会・面談

開催予定 

有資格者
就労支援準備金あり

第47回 矢吹町文化祭『あゆり祭』 開催テーマを募集します
《応募締め切り》２月２８日(金)必着

　『あゆり祭』は　基本理念「自主参加・自主決定・自主運営」のもと、９月下旬から１１月までの間、中央公民
館をメイン会場に、文化センターやふるさとの森芸術村で様々な展示や各種発表会が開催されます。

　町では、町民の皆さんが自主的に行う「文化芸術活動」及び「スポーツ活動」の充実と発展・振興のため、「矢
吹町文化・スポーツ振興基金」を設け、助成事業を実施しています。
　この基金の助成等について審議をする運営委員会の委員を、下記のとおり町民の皆さんから公募します。

●応募資格
　矢吹町内に在住・通勤・通学している方
●応募内容
　町民の芸術文化への関心を高めるとともに町民参画型
の文化祭にし、より一層盛り上げていくために、子ど
もから大人まで親しみやすい、明るいテーマとします。

　※字数および形式は問いません。
●応募方法
　矢吹町中央公民館にて応募用紙の配布・募集を行いま
す。応募の際は、開催テーマ・テーマの説明・住所・
電話番号・氏名(フリガナ)・年齢・職業(学生の方は
学校名と学年)を明記してください。

●審査・発表
　・作品の審査は、あゆり祭運営委員会で行います。
　・入選作品の発表は、３月下旬(予定)に入選者本人に
直接通知します。

●募集人数　若干名
●委嘱期間　２年間
　　　　　（令和２年４月１日～令和４年３月３１日）
●報酬等
　「矢吹町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例」に基づいて支給します。

●募集の対象者
　　矢吹町に、住所、勤務先、通学先を有する１８歳以
上の方（ただし、公務員は除く）で、教育、スポーツ、
まちづくり等に関し、知識、経験、関心があり、世帯
で町税等を滞納していない者

●表彰について
　・入選作品　最優秀賞1点、優秀賞（小中学生の　
部・高校生以上の部）各1点

　・贈呈品　賞状および副賞（副賞は図書カード：
　　最優秀賞５千円分、優秀賞3千円分)
　・表彰式は、第４７回『あゆり祭』開催式にて行い
ます。

●応募上の注意
　・一人何点でも応募できますが、作品は自作かつ未
発表のものに限ります。応募作品が既に他で使用
されているものと同じ、または類似していること
が判明した場合や、応募に際して不正行為などが
判明した場合は、審査結果発表後であっても賞を
取り消すことがあります。

　・応募作品は返却しません。
　・入選作品の著作権は、「あゆり祭運営委員会」に
帰属します。

　・個人情報については、応募の確認、応募状況の整
理、入賞者への通知以外には使用しません。

●応募方法
　　応募申込書に必要事項を記入し、２月２８日㈮
午後５時までに、本人が直接、教育振興課（役場2
階）に提出してください。

　　応募申込書は、教育振興課、中央公民館にて配布
するほか、矢吹町ホームページからダウンロードで
きます。

●選考結果
　応募申込書により選考し、結果は別途通知します。

問　中央公民館　☎（４２）２８２９

問　教育振興課　生涯学習係　☎（４４）４４００

矢吹町文化・スポーツ振興基金運営委員会委員募集案内
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ま
ち
の
話
題

TO
W
N
��TO

PIC
S

「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
奨
励
賞
」
受
賞

令
和
元
年
度
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
防
関
係
者
合
同

表
彰
受
章
報
告
会

矢
吹
町
体
育
協
会
納
会
・
表
彰
式

を
開
催

　
11
月
21
日
に
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ（
さ
い

た
ま
市
）
で
行
わ
れ
た
令
和
元
年
度
文
部

科
学
大
臣
表
彰
に
お
い
て
、
三
神
小
学
校

子
ど
も
見
守
り
隊
が「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
子
ど
も
の
安
心
で
安
全
な
学

校
教
育
活
動
に
貢
献
す
る
優
れ
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
三
神
小
学
校
子
ど
も
見
守
り
隊
は
平
成

17
年
度
に
発
足
し
、
子
供
た
ち
の
安
全
を

守
る
た
め
、
地
域
を
あ
げ
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、

三
神
小
学
校
の
交
通
無
事
故
記
録
は
12
月

11
日
現
在
８
，

３
４
１
日
と

な
っ
て
お
り

ま
す
。

12
月
11
日
、

安
田
正
光
隊

長
と
三
神
小

学
校
岡
部
校

長
が
町
役
場

を
訪
れ
、
受

賞
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　
12
月
11
日
、
役
場
大
会
議
室
に
お

い
て
、
町
の
交
通
安
全
・
防
犯
・
消

防
関
係
者
（
団
体
代
表
者
）
に
よ
る

合
同
表
彰
受
章
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
報
告
を
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
は
、
永
年
、
町

の
交
通
安
全
・
防
犯
・
消

防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
関
係
各
機
関

か
ら
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

◆受章者名（表彰名／表彰内容）

●菊地　美枝さん（福島県交通安全母の会連絡協議会 山﨑信子章／交通安全功労）
●野崎　佳子さん（福島県交通対策協議会長表彰／交通安全活動協力者）
●矢吹町交通安全母の会連絡協議会　会長　鈴木恵子さん（福島県警本部長・福島県交

通安全協会長連名表彰／交通安全功労団体）
●石川　　清さん（全日本交通安全協会長・交通栄誉章「緑十字銅章」／交通安全功労者）
●鈴木　　博さん（全日本交通安全協会長・交通栄誉章「緑十字銅章」／優良運転者）
●川上　孝一さん（白河地区警察署長・白河地区交通安全協会長・白河地区安全運転管

理者協会長・安全運転管理白河事業主会長連名表彰／交通功労者）
●阿部　　勲さん（同　上）
●佐藤　悌二さん（同　上）
●佐藤　照夫さん（白河警察署長・白河地区交通安全協会長連名表彰／感謝状）
●笠井　清春さん（福島県防犯協会連合会長・福島県警察本部長表彰／防犯功労者）
●善郷地区子ども見守り隊　代表　常松　正博さん（福島県防犯協会連合会長・福島県

警察本部長表彰／防犯功労団体）
●井出　聖一さん（福島県防犯協会連合会長・福島県警察本部長表彰／少年補導功労者）
●大島　　哲さん（福島県防犯協会連合会長・福島県警察本部長表彰／少年補導功労者）
●根本登史子さん（福島県女性防火クラブ連絡協議会長表彰／優良女性防火クラブ員）

　
12
月
12
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
日
活
に
て
令
和

元
年
度
矢
吹
町
体
育
協
会
納
会
が
開
催
さ
れ
、

関
係
者
約
90
人
が
出
席
の
も
と
、
本
町
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
全
般
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
渡
り
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
方
、
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

［スポーツ功労賞］
鈴木美幸さん　
［優秀選手賞］
大寺誠さん、氏家孝紀さん、遠藤大さん、星野嵩幸さん、上野紀章さん、
栗城大輔さん、井澤真美佳さん、長谷川尚子さん、星清子さん

～１月号のお詫びと訂正・産業振興課より～
　１月号の「スモーキンクリーン活動」の記事中、内容に誤りがありましたので、お詫び申し上げますと
共に、次のとおり訂正いたします。
　矢吹葉たばこ生産協議会主催（小磯榮治会長)

　
な
お
、
川
上
孝
一
さ
ん
、
佐
藤
悌
二

さ
ん
、
根
本
登
史
子
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
都
合
に
よ
り
欠
席
と
な
り
ま
し

た
。
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す な っ ぷ 大会出場報告・激励会�（敬称略）

１２月１１日
●第10回全国高校生太鼓甲子園
●太鼓祭inソニックシティ2019　第11回日本一決定戦

・橋本　侑汰（帝京安積高校２年）
・福田　梨乃（帝京安積高校１年）

１２月２４日　光南高校
●第42回全国高等学校柔道選手権大会　東北地区大会
（男子学校対抗の部）

・小板橋翔太（２年）　・増賀　由輝（２年）
・小林　亮太（２年）　・西浦　蒼大（２年）
・十文字祐真（２年）　・草野　幸也（２年）
・相樂　龍一（２年）　・森　　駿介（２年）
・関根　大輔（１年）

（個人）
・小板橋翔太（２年）　・草野　幸也（２年）
・増賀　由輝（２年）　・熊田　梨沙（２年）

●第42回内閣総理大臣杯争奪全国高等学校
柔道選手権大会
・熊田　梨沙（２年）

三
役
退
任
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
令
和
２
年
１
月
10
日
付
け
で
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
職
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
在
職
中
、
温
か
い
励

ま
し
や
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
在
職
中
は
、
「
財
政
再
建
３
ヵ
年
計
画
」

「
東
日
本
大
震
災
」
「
地
方
創
生
」
と
矢
吹

町
に
と
っ
て
重
要
な
局
面
が
続
き
ま
し
た

が
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
も
の
と
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
将
来
像
を
「
未
来
を
拓

く
日
本
三
大
開
拓
地
さ
わ
や
か
な
田
園
の

ま
ち
・
や
ぶ
き
」
と
掲
げ
、
政
策
・
施
策
・

事
務
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
た

ち
の
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
を
全
て

の
町
民
が
心
ひ
と
つ
に
し
て
町
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
「
さ
わ
や
か
な
田
園

の
ま
ち
」
が
実
現
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
矢
吹
町
の
益
々
の
ご
発
展
と
町

民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
退
任
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

▲門送される野崎前町長
前教育長

栗　林　正　樹
前町長

野　崎　吉　郎
前副町長

藤　田　忠　晴
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参
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
23
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場
　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
・
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
　
１
階
研
修
室

問
　
鈴
木
隆
司
税
理
士
事
務
所

☎
（
27
）
０
３
１
６

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
　
特
別
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
よ
り
順
次
、
正

規
雇
用
者
と
非
正
規
雇
用
者
の
間

の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。

　
正
社
員
と
比
べ
て
、
基
本
給
が

少
な
い
、
賞
与
・
手
当
が
無
い
な

ど
の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
仕
方

が
な
い
と
あ
き
ら
め
る
前
に
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

期
間
　
３
月
31
日
㈫
ま
で

〈
相
談
窓
口
・
問
い
合
せ
先
〉
　

福
島
労
働
局
　
雇
用
環
境
・
均
等

室☎
０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
９

☎
（
44
）
５
２
３
３

な
す
か
し
の
森
サ
バ
イ
バ
ル

キ
ャ
ン
プ

～
仲
間
と
協
力
し
て
、
冬
の

な
す
か
し
に
打
ち
勝
て
！
～

　
過
酷
な
環
境
下
を
楽
し
く
快
適

に
過
ご
す
方
法
を
、
冬
の
自
然
環

境
を
活
か
し
た
ゲ
ー
ム
を
交
え
な

が
ら
楽
し
く
修
得
し
ま
す
。

開
催
日
　
2
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰

※
1
泊

対
象
者
　
小
学
校
３
年
生
～
中
学

生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

参
加
費
　

　
小
学
生
：
３
，
０
０
０
円

　
中
学
生
：
３
，
２
０
０
円

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

https://nasukashi.niye.go.jp/

申
込
期
限
　
２
月
16
日
㈰

問
　
国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然

の
家

☎
（
36
）
２
３
３
１

２月

企 画 総 務 課　
まちづくり推進課　　
総 合 窓 口 課　　
税 務 課　 
保 健 福 祉 課
産 業 振 興 課
都 市 整 備 課　
（ 水 道 部 門 ）　
教 育 振 興 課　　  
子 育 て 支 援 課　　
議 会 事 務 局　
地域包括支援センター　
中 央 公 民 館　
文 化 セ ン タ ー　
図 書 館　
ふるさとの森芸術村　
健 康 セ ン タ ー
（ あ ゆ り 温 泉 ）
温 水 プ ー ル

☎（42）2117
☎（42）2112
☎（42）2111
☎（42）2113 
☎（44）2300 
☎（42）2115
☎（42）2116
☎（42）2223
☎（44）4400
☎（42）2230
☎（42）2118
☎（44）5233
☎（42）2829
☎（44）4000
☎（44）3595
☎（42）4506
☎（42）2615

☎（44）5050

■問い合わせ一覧

INFORMATION

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
国
立
大
学
法
人
等
の
職
員
を
目

指
す
方
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
令
和
２
年
度
職

員
採
用
試
験
の
概
要
や
、
先
輩
職

員
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
等
の
詳
細
や
申
込
方
法

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.bureau.tohoku.

ac.jp/shiken/

問
　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用

試
験
事
務
室

☎
０
２
２
（
２
１
７
）
５
６
７
６

税
理
士
記
念
日

　
　
税
の
無
料
相
談
会

　
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
申
告

書
等
に
関
す
る
関
係
書
類
を
ご
持

「
み
ん
な
の
カ
フ
ェ
」
開
催

の
お
知
ら
せ

　
「
み
ん
な
の
カ
フ
ェ
」
は
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
支
援
者
、

医
療
や
介
護
の
専
門
職
、
地
域
住

民
な
ど
が
集
ま
っ
て
交
流
や
情
報

交
換
を
す
る
、
誰
も
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
「
集
い
の
場
」
で
す
。

偶
数
月
の
第
２
木
曜
日
に
定
期
開

催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
13
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所
　
矢
吹
町
福
祉
会
館

（
「
リ
オ
ン
ド
ー
ル
矢
吹
東
店
」

向
い
）

参
加
料
　
１
人
１
０
０
円

※
自
由
参
加
で
す
が
、
電
話
で
の

事
前
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
　
矢
吹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
　

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

相
　
　
談
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～
夕
暮
れ
の
　
早
め
の
ラ
イ
ト
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
ぐ
事
故
～

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

�
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

受
験
生
を
応
援
！

Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か
わ
、

　
矢
吹
中
３
年
生
に

　
　
　「
合
格
祈
願
米
」
贈
呈

～
無
火
災
・
無
災
害
の
誓
い
新
た
に
～

町
消
防
団
出
初
式

矢
吹
町
区
長
会
よ
り
台
風
第
19
号

　�

災
害
義
援
金
を
町
へ
寄
附
し
ま
し
た

　
12
月
10
日
か
ら
１
月
７
日
ま
で
の
29
日

間
、「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
に
伴
い
、
町
で
は
13
日
に
矢

吹
町
八
幡
町
地
内
の
交
差
点
に
お
い
て
交

通
安
全
啓
発
活
動（
テ
ン
ト
村
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
町
交
通
対
策
協
議
会
、
町
防

犯
協
会
、
及
び
矢
吹
交
番
な
ど
約
40
人
が

参
加
の
も
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
反
射
材
等

の
啓
発
用
品
を
配
布
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
、
飲
酒
運

転
の
根
絶
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
期
間
終
了
後
も
引
き
続
き
、
交
通
安
全

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か
わ（
薄

葉
功
代
表
理
事
組
合
長
）
よ
り
、
矢
吹
中

学
校
３
年
生
に「
合
格
祈
願
米
」
１
㎏
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
矢
吹
中
学
校
で
行
わ
れ
、
薄

葉
代
表
か
ら
３
年
生
の
各
ク
ラ
ス
代
表
へ

合
格
祈
願
米
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か
わ
は
、
Ｊ
Ａ
地
域
貢

献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
21
年
か
ら

矢
吹
中
学
校
の
３
年
生
全
員
に
、
山
本

不
動
尊
で
祈
願
し
た｢

み
り
ょ
く
満
点
米

(

コ
シ
ヒ
カ
リ)｣
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　「
令
和
２
年
矢
吹
町
消
防
団
出
初
式
」

が
１
月
５
日
、
矢
吹
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
、
団
員
や
女
性
消
防
隊
員
な
ど
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
藤
井
源
喜
団
長
が
式
辞
を
述

べ
、
団
員
た
ち
は
今
年
１
年
の
無
火
災
・

無
災
害
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
町
区
長
会
で
は
、
台
風
第
19
号
で
被
災
さ
れ
た
方
々

の
生
活
の
再
建
と
復
興
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

行
政
区
長
を
通
じ
て
12
月
１
日
か
ら
12
月
27
日
に
か
け

て
、
義
援
金
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
義
援
金
額
は
、
１
月
17
日
現
在
で
68
行

政
区
か
ら
１
，
４
１
９
，
１
２
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
義
援
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１
月
17
日
に
全

額「
令
和
元
年
台
風
第

19
号
矢
吹
町
災
害
義
援

金
」
と
し
て
寄
附
し
ま

し
た
。
皆
さ
ま
の
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
　
協
働
推
進
係
　

　
☎（
42
）
２
１
１
２

台
風
第
19
号
災
害
義
援
金
へ
の

　�

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
災
害
義
援
金
の
総
額
は
１
月
17
日
現
在
で

２
，３
６
１
，１
３
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

ご
支
援
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
パ
ワ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社 

様

●
矢
吹
町
区
長
会 

様
　

　
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体
・
個
人

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

火
の
元
に
注
意
！

　
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具

も
頻
繁
に
使
用
す
る
た
め
、
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。
各
家
庭

で
の
火
の
元
・
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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☑浴室　　☑脱衣所　　☑トイレ　　☑廊下　　暖かい居間との温度差が大きい場所

ヒートショックが起きやすい、入浴時の予防法を紹介します
☆予防のポイント
①浴室と脱衣所の扉を開けて、暖房器具で暖める
　暖房器具がない場合は…浴槽にお湯を溜めるときにシャワーを使って高い位置から浴槽に注ぐ
　　　　　　　　　　　　お湯を張った浴槽のフタを開けておく
②入浴は４０度未満のぬるめのお湯に入る
③心臓から遠い手足からかけ湯をする
④入浴前に家族へ一声かける
　もしもヒートショックが起きてしまっても、異常に早く気づいてもらうことができます

診療日 小　児　科 電話番号 内　　　科 電話番号 歯　　科 電話番号
　２日㈰ 樋口小児クリニック 42－2040 片倉内科胃腸科クリニック 27－2770 斎 須 歯 科 医 院 32－4347
　９日㈰ みうら小児クリニック 28－1001 片倉医院　産科・婦人科 23－2459 ひぐち歯科クリニック 21－5307
１１日㈫ わたなべ子どもクリニック 21－2166 かねこクリニック 24－3111 た ま ち 歯 科 医 院 44－4889
１６日㈰ 白河厚生総合病院 22－2211 くにい増見クリニック 46－2258 佐 久 間 歯 科 医 院 44－3118
２３日㈰ ねもとキッズクリニック 21－5623 さかの整形外科クリニック 24－5111 佐 藤 歯 科 医 院 23－1184
２４日㈪ 樋口小児クリニック 42－2040 しらかわ腎泌尿器内科クリニック 24－2311 大栄歯科クリニック 22－2833
3月1日㈰ 関 医 院 23－3003 つかはら内科クリニック 24－1011 鈴木歯科医院(立石) 22－6191

２月の休日救急医療当番医表（白河医師会）
診療時間…午前９時～午後５時（小児科・内科・歯科）

あなただけの

　器量よしで働き者の娘「ふく」は、お婿さん
をとることになり、両親は「裏山の力石を庭ま
でもってきたものを婿にとる」という立て札を
たてた。力自慢が何人も挑戦するが、石はびく
りとも動かない。この話を聞いた山奥に住む鬼
が村へやってきて･･･。節分の由来のお話。

　寒い寒い冬の夜、かあさんの
羽根にくるまれて眠っていたす

ずめのぼうやが目にしたのは、空からふわふわ
舞い落ちてくる白いものでした。「雪」という
未知のものに出合った時の子どものみずみずし
い感性が、情感豊かな美しい絵によっていきい
きと描かれています。

『おばけ×行事えほん
　　　　　　「せつぶんのおに」』

『こすずめとゆき』
深山　さくら　文
　黒井　健　絵
　佼成出版社

問　保健福祉課　健康増進係　☎（４４）２３００

健康づくり情報板

心の「絵本」をさがして…

「ヒートショック」を知っていますか？

冬に急増！！
命の危険も！

常光　徹　文
伊藤　秀男　絵

童心社

☆ヒートショックとは…急激な「温度差」によって体に起こる悪影響のこと

☆自宅のどんな場所で起きやすい？

暖かい所と
寒い場所との移動 急激な温度変化 心臓への負担大血圧の急な上昇・低下

心筋梗塞や脳卒中に繋がる危険有
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２月農業委員会「農地法許可申請」
受付期限及び定例会

※３月の定例会は３月16日㈪の予定です。
　申請受付期限は３月２日㈪となります

⑯

問　農業委員会事務局（産業振興課）
　　☎（４２）２１１５

受付期限　２月３日（月）
定 例 会　２月17日（月）

心
の
健
康
相
談

日
時
　
２
月
14
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

担
当
者
　
精
神
科
医
、
保
健
師

申
込
方
法

　
面
接
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
健
師
の

電
話
相
談
は
、
随
時
対
応
し
ま
す
。

※
予
約
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
で
す
。

問
（
予
約
先
）

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
　
保
健
福

祉
課
　
障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
（
22
）
５
６
４
９

自
動
車
の
移
転
・
抹
消
の
手

続
き
は
お
済
で
す
か
？

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
所
有
者
」
ま
た
は
「
使
用

者
」
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
例
年
、「
所
有
し
て
い
な
い
の

に
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が
届

い
た
」、「
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
」
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車

の
登
録
内
容
に
異
動（
移
転
・
変

更
・
抹
消
）
が
あ
る
場
合
は
、
３

月
末
ま
で
に
福
島
運
輸
支
局
等
で

手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問○
移
転
・
抹
消
等
の
手
続
き
に
関

す
る
こ
と

東
北
運
輸
支
局
福
島
運
輸
支
局
登

録
部
門

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）
２
０
１
５

○
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

課
税
課

☎
０
２
４
８
（
23
）
１
５
１
９

２
０
２
０
年
農
林
業

　
　
セ
ン
サ
ス
　
実
施
中
！

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
県
、

市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
各
方
面
に
わ

た
り
、
広
く
利
用
で
き
る
総
合
的

な
統
計
資
料
を
得
る
た
め
の
調
査

で
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
か

け
て
、
農
林
業
を
営
む
皆
さ
ま
の

お
知
ら
せ

お
宅
や
事
業
所
等
に
調
査
員
（
調

査
員
証
を
持
っ
て
お
り
、
『
矢
吹

町
統
計
調
査
員
協
議
会
』
と
書
か

れ
た
黄
色
の
ベ
ス
ト
を
着
て
い
ま

す
）
が
伺
い
ま
す
。
調
査
員
は
、

耕
地
面
積
な
ど
を
聞
き
取
り
、
一

定
の
条
件
に
該
当
し
た
方
に
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
オ
ン

ラ
イ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
調

　
相
続
登
記
の
必
要
性
・
重
要

性
を
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
相
続
登
記
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
を
全
５
回
連
載
し
ま
す
。

●
第
２
回
目

Ｑ
　
先
日
父
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
不
動
産
の
相
続
手
続
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
　
相
続
人
の
間
で
遺
産
分
割

協
議
を
し
、
相
続
す
る
人
が
法

務
局
に
相
続
登
記
を
申
請
し
ま

し
ょ
う
。

　
亡
く
な
っ
た
方（
被
相
続
人
）

が
遺
言
を
残
し
て
い
な
い
場
合
、

民
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
優
先

順
位
に
よ
り
相
続
人
が
決
ま
り

ま
す
。
配
偶
者
は
常
に
相
続
人

と
な
り
、
そ
の
他
の
相
続
人
は

次
の
順
番
で
決
ま
り
ま
す
。

①
子
や
孫

②
父
母
や
祖
父
母

③
兄
弟
姉
妹
や
甥
姪

査
に
よ
り
回
答
い
た
だ
く
と
、
紙

の
調
査
票
で
の
回
答
が
不
要
に
な

り
ま
す
。
紙
の
調
査
票
で
回
答
さ

れ
る
場
合
は
、
後
日
調
査
員
が
調

査
票
の
回
収
に
伺
い
ま
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
協
働

推
進
係
　

☎
（
42
）
２
１
１
２

相
続
手
続
き
の
進
め
方

①
被
相
続
人
の
出
生
か
ら
死
亡

ま
で
の
戸
籍
を
集
め
、
相
続
人

を
確
定
さ
せ
ま
す
。

②
相
続
人
の
間
で
遺
産
分
割
協

議
を
し
、
相
続
す
る
人
を
決
め

ま
す
。
※
不
動
産
だ
け
で
な
く
、

預
貯
金
や
株
式
な
ど
も
遺
産
分

割
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

③
不
動
産
を
相
続
す
る
人
が
決

ま
っ
た
ら
、「
戸
籍
」「
遺
産
分

割
協
議
書
」
を
整
え
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
管
轄
の
法
務
局
に

登
記
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

・
福
島
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
２
４
（
５
３
４
）

　
　
　
　
　
　
　
７
５
０
２

・
福
島
地
方
法
務
局

　
☎
０
２
４
（
５
３
４
）

　
　
　
　
　
　
２
０
４
５

相
続
登
記
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
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●
平
日
窓
口
…
水
曜
日
の
午
後
７
時
ま
で
一
部
開
庁
中

●
今
月
の
日
曜
一
部
開
庁
日

２
月
23
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

⑲

文

芸

や
ぶ
き
里
山
短
歌
会

Ｖ
サ
イ
ン
の
カ
ナ
ダ
選
手
の
意

気
込
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
美
徳
学
べ
り

五
十
嵐

綾
子

消
費
税
引
き
上
げ
前
に
わ
が
歌

集
編
ま
む
と
無
理
し
て
腰
痛
に

や
む

小
池

サ
チ
子

八
十
八
歳
誰
で
も
な
れ
る
歳
な

れ
ど
二
足
で
た
り
ず
四
足
に
歩

く

後
藤

芳
一

増
え
る
の
は
薬
と
し
わ
と
物
忘

れ
八
十
路
の
余
命
春
月
に
問
う

今
野

フ
ミ
子

ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
８
強
の
日
本
選
手
に
国
が
沸

き
立
つ

佐
藤

典
子

人
参
と
鼠
も
共
に
堀
り
し
と
ふ

姪
の
話
を
笑
ひ
つ
つ
聞
く

髙
田

優
子

町
民
の
う
ご
き

※広報に掲載している毎
月の現住人口は、県が
公表する「福島県の推
計人口」（国勢調査を基
に算出）を転載してい
ます。

令和元年12月１日
現在の現住人口

人　口 16,962 （－22）
　男 8,523 （－３）
　女 8,439 （－19）
世帯数 6,047 （±０）

寝具・カーテン・介護用品のことならファミリータウンきたむら２Ｆ

きたむら寝具.インテリア.介護館

●贈り物・御祝・仏事なら

ファミリータウンきたむら
矢吹町中町242　☎0248-42-2277
ーーお電話下さい！お伺いいたします！ーー自宅介護が困難な方ご相談下さい

広報やぶき 2020.２.１

体
の
展
示
会
で
す
。
「
木
曜
会
」

は
男
性
７
名･

女
性
５
名
で
毎
週

木
曜
日
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
。
「
土
曜
会
」
は
平
成
５
年
に

発
足
し
、
現
在
４
名
の
女
性
で
毎

週
土
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

以
上
２
団
体
は
ふ
る
さ
と
の
森
芸

術
村
の
陶
芸
の
館
を
活
用
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
矢
吹
」
は

陶
芸
が
好
き
で
集
ま
っ
た
６
名
の

グ
ル
ー
プ
で
、
個
人
の
家
で
楽
し

み
な
が
ら
作
品
作
り
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
作

陶
か
ら
焼
成
ま
で
自
分
達
で
研
究

し
な
が
ら
、
時
に
は
失
敗
も
し
な

が
ら
作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
、
各
サ
ー
ク
ル
の
方
々

の
力
作
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示

さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
両
会
場
の
開
催
期
間

期
間

２
月
２
日
㈰
～

２
月
23
日
㈰

時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
に
終
了
）

休
館
日

毎
週
月
曜
日

◆
特
別
企
画
展

鬼
穴
１
号
墳

試
掘
調
査
出
土
遺
物
展

期
間

２
月
１
日
㈯
～

２
月
28
日
㈮

場
所

ふ
る
さ
と
の
館

⑱

◆
《
ふ
る
さ
と
の
館
》
の
展
示

光
南
高
校
美
術
展

今
月
の
企
画
展
は
、
光
南
高
校

美
術
展
で
す
。

美
術
部
26
名
・
ア
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
部
15
名
の
作
品
と
美
術
系

列
の
授
業
作
品
も
一
部
展
示
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
部
員
た
ち
が
日

頃
の
活
動
の
成
果
を
、
学
校
内
外

の
多
く
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
展
作
品
は
（
絵
画
・
デ
ザ
イ

ン
・
工
芸
・
彫
刻
・
デ
ッ
サ
ン
・

Ｃ
Ｇ
・
映
像
）
等
、
多
種
に
富
ん

で
お
り
、
若
い
感
性
溢
れ
る
力
作

50
点
程
展
示
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

県
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
、
生

徒
の
皆
さ
ん
に
陶
芸
教
室
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
作
品
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
２
日
㈰
、
22
日
㈯
、
23

日
㈰
は
光
南
高
校
生
が
受
付
を
行

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
と
の
交
流
を

図
る
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
い
た
だ
き
、
ご
意
見
ご
感
想
な

ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
《
あ
ゆ
り
館
》
の
展
示

陶
芸
サ
ー
ク
ル
作
品
展

「
木
曜
会
」
「
土
曜
会
」

「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
矢
吹
」
３
団

常
設
展
示
室

時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
に
終
了
）

休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替

休
日

問

教
育
振
興
課

生
涯
学
習
係

☎
（
44
）
４
４
０
０

〇
押
し
花
作
品
展

矢
吹
町
在
住
の
、
押
し
花
教
室

を
主
宰
す
る
奥
屋
か
ね
子
さ
ん
と

生
徒
さ
ん
達
の
作
品
展
で
す
。
今

年
で
19
回
目
と
な
り
ま
す
。
様
々

な
植
物
を
押
し
花
素
材
に
用
い
て

い
ま
す
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
新
作

の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
１
日
㈯
～

３
月
17
日
㈫

場
所

中
央
公
民
館

展
示
室

休
館
日

２
月
16
日
㈰

３
月
15
日
㈰

〇
こ
と
ぶ
き
大
学

２
月
本
講
座
案
内

日
時

２
月
18
日
㈫

午
前
10
時
～

場
所

中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル

内
容

「
腰
痛
と
枕
」

講
師

郡
山
健
康
科
学
専
門
学
校

固定資産税……………４期分

国民健康保険税………８期分

介護保険料……………８期分

後期高齢者保険料……７期分

下水道受益者負担金…４期分

今月の納税など
献血日…２月２６日（水）
時間・会場
①午前９時30分～11時30分

役場庁舎前
②午後１時～３時

アネスト岩田株式会社福島工場
③午後４時～５時

山形印刷株式会社
※次回は３月１１日㈬の予定です。

献 血 日 程 心配ごと相談

ふ
る
さ
と
の
森
芸
術
村

展示

　
　
　中
央
公
民
館

催し
など

日時　２月18日（火）
　　　午前９時～11時30分
会場　保健福祉センター相談室

☎（４４）５２１０
※事前に電話予約が必要です。
※「吉川幸男弁護士相談」も午前

９時から11時30分まで行います。

●
お
話
会
に
つ
い
て

お
話
会
の
時
間
は
約
30
分
程
度

で
す
。
随
時
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

「
な
か
よ
し
お
は
な
し
会
」

※
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
を
対
象

に
お
話
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時

２
月
８
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～

テ
ー
マ

「
ふ
ゆ
の
お
は
な
し
」

会
場

図
書
館
談
話
室

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
の

お
は
な
し
会

日
時

２
月
27
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～

対
象
者

０
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

会
場

図
書
館
談
話
室

●
移
動
図
書
館
車
「
よ
む
よ
む
」

２
月
の
巡
回
日

・
７
日
㈮

ひ
か
り
保
育
園
、

中
畑
小
学
校

・
12
日
㈬

中
畑
幼
稚
園
、

善
郷
小
学
校

・
13
日
㈭
（
認
定
）野
の
は
な
、

三
神
小
学
校

・
19
日
㈬

矢
吹
小
学
校

・
26
日
㈬

矢
吹
幼
稚
園

図

書

館

※

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
広
報
や
ぶ
き
の
「
町
民
の
う
ご
き
」
欄
で
は
、

個
人
名
の
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



令
和
２
年
町
民
新
年
会

矢吹町シンボルマーク

須
す

藤
どう

姫
ひめ

夏
か

さん
（善郷小学校６年）

　「６年生になって初めての登校日、ドキドキし
ながら憧れの最高学年のげた箱に靴を入れまし
た。」そんな思い出ある昇降口を、図工の授業で
描きました。
　一輪車や靴を一つ一つ描くのは苦労しました。
良くできたところは、色の塗り方です。げた箱や
床の色の違いを細かく表現しました。
　好きな科目は算数で、将来の夢はバスケット
ボール選手か、小学校の先生です

「思い出の昇降口」

発行　福島県矢吹町　〒969–0296 福島県西白河郡矢吹町一本木101　編集　企画総務課
電話　0248（42）2117　ＦＡＸ　0248（42）2587
印刷　矢吹タイムス印刷
URL　http://www.town.yabuki.fukushima.jp
E-Mail（企画総務課）kikakusoumu@town.yabuki.fukushima.jp

１
月
６
日
、
「
令
和
２
年
町
民
新
年

会
」
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
日
活
で
開
催
さ

れ
、
約
２
５
０
人
が
出
席
の
も
と
新
年

を
祝
い
ま
し
た
。

▲鏡開き

きさらぎ会による筝の演奏▶


